
     

（１）「航空従事者試験問題答案用紙」（マークシート）の所定の欄に「受験番号」、

　　　「受験番号のマーク」、「科目」、「科目コード」、「科目コードのマーク」、

　　　「資格」、「種類」、「氏名」及び「生年月日」を記入すること。

　　　「受験番号」、「受験番号のマーク」、「科目コード」又は「科目コードの

　　　マーク」に誤りがあると、コンピュータによる採点処理が不可能となるので

　　　当該科目は不合格になります。

（２）解答は「航空従事者試験問題答案用紙」（マークシート）に記入すること。

　　　１問　５点

　　　合格は１００点満点の７０点以上とする。☆　判定基準

題数及び時間 ２０題　　　４０分

科　　目 航空法規等　[科目コード０４] 記       　　号 C C C C ０ ４ １ ９ B ２

航 空 従 事 者 学 科 試 験 問 題 Ｍ２

資　　格

一等航空整備士（回転翼航空機）
一等航空運航整備士（回転翼航空機）
二等航空整備士（共通）
二等航空運航整備士（共通）

☆　注　　意　　

☆　配　　点
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問　１ 航空法の目的について次のうち誤っているものはどれか。

（1） 利用者の福祉の増進
（2） 航空の発達
（3） 輸送の安全
（4） 航空機の航行に起因する障害の防止

問　2 航空法で定義される「航空業務」について次のうち正しいものはどれか。

（1） 航空整備士が訓練のために行う発動機の運転操作
（2） 操縦士が地上整備中の航空機で行う無線設備の操作
（3） 航空整備士が運航中の航空機に乗務して行う外部監視
（4） 整備又は改造をした航空機について行う第１９条第２項に規定する確認

問　3 「航空従事者」として次のうち正しいものはどれか。

（1） 技能証明はないが実地試験に合格している者
（2） 技能証明はないが航空機に乗務して運航を補佐している者
（3） 技能証明はあるが航空に従事していない者
（4） 技能証明はないが航空機の整備業務に5年以上従事している者

問　4 飛行規程の記載事項として次のうち誤っているものはどれか。

（1） 航空機の限界事項
（2） 航空機の性能
（3） 航空機の騒音に関する事項
（4） 飛行中の航空機に発生した不具合の是正の方法
（5） 通常の場合における各種装置の操作方法
（6） 航空機の概要

問　5 整備手順書に記載すべき事項として次のうち誤っているものはどれか。

（1） 航空機の定期の点検の方法
（2） 航空機の騒音に関する事項
（3） 航空機に装備する発動機の限界使用時間
（4） 航空機に発生した不具合の是正の方法

問　6 作業区分の「修理」を全て含むものとして次のうち正しいものはどれか。

（1） 保守、整備、改造
（2） 一般的修理、小修理、大修理
（3） 軽微な修理、小修理、大修理
（4） 軽微な修理、一般的修理、小修理、大修理

問   7 航空機が日本の国籍を取得する時期として次のうち正しいものはどれか。

（1） 登録が完了したとき
（2） 登録及び耐空証明が完了したとき
（3） 登録、型式証明及び耐空証明が完了したとき
（4） 日本国籍を有する個人又は法人に所有権が移転したとき
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問   8 耐空証明に関する記述で次のうち誤っているものはどれか。

（1） 耐空証明は航空機の用途及び運用限界を指定して行う。
（2） 耐空証明は日本の国籍を有する航空機でなければ受けることができない。
（3） 国土交通大臣は申請により耐空証明を行う。
（4） 耐空証明は設計、製造過程及び現状について行う。

問   9 装備品等型式承認について次のうち正しいものはどれか。

（1） 予備品証明対象部品を量産したとき予備品証明を受けずにすむための制度である。
（2） 予備品証明対象部品以外の部品を国産する場合に必要な承認である。
（3） 型式承認を取得した部品でも予備品証明は受ける必要がある。
（4） 国産部品はすべて型式承認を取得しなければならない。

問 10 修理改造検査を受けなければならない場合の作業の区分を適確に表したもので次のうち正し
いものはどれか。（ただし、滑空機を除く）

（1） 修理又は小改造
（2） 修理又は大改造
（3） 大修理又は改造
（4） 大修理又は大改造

問 11 次の装備品のうち予備品証明対象部品はどれか。

（1） 機上ＤＭＥ装置
（2） 航空交通管制用自動応答装置
（3） 慣性航法装置
（4） 気象レーダー

問 12 航空法第１８条（発動機等の整備）で限界使用時間を定めている重要な装備品として次の
うち誤っているものはどれか。

（1） 起動機
（2） 滑油ポンプ
（3） 排気タービン
（4） 発動機駆動式燃料ポンプ

問 13 二等航空運航整備士（飛行機）の業務範囲で法第１９条第２項に規定する確認の行為を行う
ことができる耐空類別として次のうち正しいものはどれか。

（1） 飛行機　曲技A
（2） 滑空機　実用U
（3） 回転翼航空機　普通Ｎ
（4） 飛行機　輸送Ｔ
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問 14 航空機の認定事業場の種類として次のうち誤っているものはどれか。

（1） 航空機の設計及び設計後の検査の能力
（2） 航空機の製造及び完成後の検査の能力
（3） 航空機の修理及び修理後の検査の能力
（4） 航空機の整備又は改造の能力

問 15 技能証明の限定で次のうち正しいものはどれか。

（1） 航空機の種類・等級・型式、業務の種類
（2） 航空機の機種・重量・型式
（3） 航空機の種類・耐空類別・型式
（4） 航空機の重量・耐空類別、業務の種類

問 16 輸送禁止の物件として次のうち誤っているものはどれか。

（1） 爆発性又は易燃性を有する物件
（2） 他の物件を損傷するおそれのある物件
（3） 携帯電話等の電波を発する機器であって告示で定める物件
（4） 人に危害を与えるおそれのある物件

問 17 整備規程に記載しなければならない事項で次のうち誤っているものはどれか。

（1） 装備品等の限界使用時間
（2） 航空機の運用の方法及び限界
（3） 機体及び装備品等の整備の方式
（4） 整備の記録の作成及び保管の方法

問 18 「航空機の発動機の排出物の基準」について次のうち正しいものはどれか。

（1） 航空法の附属書である。
（2） 航空法施行令の附属書である。
（3） 航空法施行規則の附属書である。
（4） 耐空性審査要領の附属書である。

問 19 航空法第１４３条（耐空証明を受けない航空機の使用等の罪）に関する次の文章の（　　　）
にあてはまる語句の組合せとして（１）～（４）のうち正しいものはどれか。

　　【航空法第１１条第１項又は第２項の規定に違反して、（　A　）を受けないで、又は
　　　耐空証明において指定された（　B　）若しくは（　C　）の範囲を超えて、当該航
　　　空機を（　D　）したとき】

（　A　）　　　（　B　）　　      （　C　）　　 　（　D　）
（1） 耐空証明　　　　　用途　　　　　　運用限界　　　航空の用に供
（2） 型式証明　　　　耐空類別　　　　　許容重量　　　　　改造
（3） 適合証明　　　　有効期間　　　　　　制限　　　　　　運用
（4） 技能証明　　　航空機の型式　　　航空機の種類　　　　整備

問 20 航空機用救命無線機の点検期間について次のうち正しいものはどれか。

（1） ３０日
（2） ６０日
（3） １８０日
（4） １２月
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☆ （1） 「航空従事者学科試験答案用紙」（マークシート）の所定の欄に「受験番号」、

「受験番号のマーク」、「科目」、「科目コード」、「科目コードのマーク」、

「資格」、「種類」、「氏名」及び「生年月日」を記入すること。

「受験番号」、「受験番号のマーク」、「科目コード」又は「科目コードの

マーク」に誤りがあると、コンピュータによる採点処理が不可能となるので

当該科目は不合格となります。

（2） 解答は「航空従事者学科試験答案用紙」（マークシート）に記入すること。

☆ １問　４点

☆ 合格は１００点満点の７０点以上とする。

航 空 従 事 者 学 科 試 験 問 題 M1４

資　　格
二等航空運航整備士

（ 動力滑空機・上級滑空機 ）
題数及び時間 ２５ 題　　１時間

科　　目 機体　〔科目コード：０９〕 記　　　　号 Ｌ２ＧＸ０９１９Ｂ０

注 意

配 点

判定基準
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問 １ 耐空性審査要領において VC  はどれか。

（１） 失速速度
（２） 設計巡航速度
（３） 最大突風に対する設計速度
（４） 設計運動速度

問 ２ 標準大気の定義で次のうち誤っているものはどれか。

（１） 空気が乾燥した完全ガスであること
（２） 海面上における温度が 15 〇C であること
（３） 海面上の気圧が、水銀柱の 1013 mm であること
（４） 海面上からの温度が -56.5 〇C になるまでの温度こう配は、-0.0065 〇C/ｍ であり、

それ以上の高度では温度は一定とする。

問 ３ 単位について次のうち誤っているものはどれか。

（１） 重量 1 kg は 2.2 lb である。
（２） 圧力 1 気圧は 14.7 inHg である。
（３） 長さ 1 in は 25.4 mm である。
（４） 距離 1 nm （海里）は 1.85 km である。

問 ４ 翼の形状抗力で次のうち正しいものはどれか。

（１） 誘導抗力と圧力抗力の和である。
（２） 誘導抗力と摩擦抗力の和である。　　　
（３） 圧力抗力と摩擦抗力の和である。
（４） 圧力抗力、摩擦抗力及び誘導抗力の和である。　

問 ５ 地面効果に関する記述で次のうち誤っているものはどれか。

（１） 翼幅と等しい高度から現れ始め、地表に近づくほど強くなる。
（２） 縦横比が大きいほど影響を受けやすい。
（３） 高翼機よりも低翼機のほうが影響を受けやすい。
（４） 離陸時に浮揚はしたが、なかなか高度をとることができない現象をいう。
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問 ６ 主翼にねじり下げをつける目的で次のうち正しいものはどれか。

（１） 主翼の強度を増す。　　　　　
（２） 横滑りを防止する。
（３） 翼端失速を防止する。　　　　　
（４） 翼端渦の発生を防止する。

問 ７ 水平尾翼の目的について次のうち正しいものはどれか。

（１） 主翼の揚力の不足分を補う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（２） 縦の静安定の作用を受け持つ。
（３） 旋回時、横すべりを防止する。
（４） 失速時、頭下げを防止する。

問 8 標準大気状態の海面高度近くを滑空機が速度 64 km/h で飛行するときの動圧（kg/m²）
は次のうちどれか。

（１） 14.06
（２） 18.75
（３） 19.75
（４） 56.26

問 ９ 対気速度の記述で次のうち正しいものはどれか。

（１） ＣＡＳとはＩＡＳに位置誤差と器差を修正したものである。
（２） 標準大気では常にＩＡＳとＥＡＳは等しい。
（３） 標準大気では常にＩＡＳとＴＡＳは等しい。
（４） ＥＡＳはＩＡＳを特定の高度における断熱圧縮流に対して修正したものである。

問 10 総重量 400 kg、重心位置が基準線後方 260 cm のところにある滑空機で、30 kg の荷物
を基準線後方 340 cm から 270 cm に移動させたときの新しい重心位置（cm）はどこか。
下記のうち最も近い値を選べ。

（１） 244.8
（２） 254.8
（３） 265.3
（４） 275.2
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問 11 熱硬化性樹脂は次のうちどれか。

（１） エポキシ樹脂
（２） アクリル樹脂
（３） ポリアミド樹脂
（４） フッ素樹脂

問 12 塗料に関する文章の空欄に当てはまる語句の組み合わせで次のうち正しいものはどれか。

塗料は油性塗料と（　a　）とに分けられ、油性塗料にはボイル油、油エナメルなどがあり
（　a　）にはラッカー、（　b　）などがある。（　b　）としては、メラミン樹脂、
（　c　）樹脂などがある。

（１）
（２）
（３）
（４）

問 13 ボルト、リベットや溶接による組み立てと比較した接着結合の特徴で次のうち誤っている
ものはどれか。

（１） 力学的特性が低下する。
（２） クラックの伝播速度が小さい。
（３） 機体重量が軽減される。
（４） 機体表面の平滑化が向上する。

問 14 プラスチックの性質について次のうち誤っているものはどれか。

（１） 非金属元素を基本とする有機化学物質である。
（２） 熱は伝えやすいが電気は伝えにくい。
（３） 酸やアルカリに強いが、酸素や紫外線などにより、次第に劣化する。
（４） 可塑性を持つため成形がしやすい。

問 15 ロード・ドロッピング構造方式の説明で次のうち正しいものはどれか。

（１） 硬い補強材を当て、亀裂が発生した場合はこの補強材が亀裂の進行を止める構造
（２） 1 個の大きな部材の代わりに 2 個の部材で構成し、一方に亀裂が発生した場合、

他方の部材で亀裂の進行を止める構造
（３） 数多くの部材で構成し、荷重を分担する構造
（４） 2 つの部材で構成し、通常は一方の部材が荷重を受けているが、この部材が破壊

した場合、他方の部材が荷重を受ける構造

（ a ） （ b ) （ c ）
細分子塗料 絶縁樹脂塗料 アクリル

微分子塗料 合成樹脂塗料 アクリル

高分子塗料 合成樹脂塗料 エポキシ
高分子塗料 硬化樹脂塗料 シリコン
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問 16 ケーブル操縦系統と比較したプッシュ・プル・ロッド操縦系統の特徴について次のうち正しい
ものはどれか。

（１） 摩擦が少ない。
（２） 剛性が低い。
（３） 組立調整が困難である。
（４） 重量が軽い。

問 17 各種消火剤に関する記述で次のうち誤っているものはどれか。

（１） 水：一般火災、油脂と電気火災に有効である。
（２） 炭酸ガス：油脂、電気の各種火災に有効であるが、マグネシウム、チタニウムなどの

金属火災には効果はない。
（３） ハロン・ガス：一般、油脂、電気火災に適し、有害性は低い。
（４） 粉末消火剤（炭酸ナトリウム）：一般、油脂、電気火災に有効で常温においては安定

しているが、加熱されると炭酸ガスを発生する。

問 18 操縦系統に使用されているベルクランクの目的で次のうち正しいものはどれか。

（１） ケ－ブルの振動を防ぐ。
（２） ケ－ブルの張力を一定にする。
（３） リンクの運動方向を変える。
（４） 舵の剛性を上げる。

問 19 燃料系統に装備されているブ－スタ・ポンプの目的で次のうち正しいものはどれか。

（１） 機体姿勢の変化による燃料のタンクへの逆流を防ぐ。
（２） 複数のタンクの燃料消費を均等にする。
（３） 燃料中の水分を分離する。
（４） 燃料の途絶を防ぎキャビテ－ションを防止する。

問 20 半導体素子に関する記述で次のうち誤っているものはどれか。

（１） 発光ダイオードは電気信号を光に変換する素子で、数字や文字の表示に使用される。
（２） ダイオードは増幅素子で、論理回路や記憶回路に使用される。
（３） ツェナー・ダイオードは定電圧素子で、定電圧電源回路に使用される。
（４） サーミスタは温度を電気信号に変換する素子である。
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問 21 アンテナと無線送受信機の間に使用されている一般的な電線で次のうち正しいものはどれか。

（１） アルミニウム電線　　　　
（２） 高張力銅電線　　　
（３） 一般用軽量電線
（４） 同軸ケーブル

問 22 Ni-Cd バッテリの特徴について誤っているものはどれか。

（１） 重負荷特性がよく、大電流放電時には安定した電圧を保つ。　　　　
（２） 低温特性は良いが、電解液温度が 57 ○C 以上では起電力が低下する。
（３） 振動の激しい場所でも使用でき、腐食性ガスをほとんど出さない。
（４） 1 セルの起電力は ２ V である。

問 23 飛行中、主翼が着氷した場合に考えられる現象について次のうち誤っているものはどれか。

（１） 揚力が減少する。
（２） バフェットが発生する。
（３） 抗力が増加する。
（４） 失速速度が遅くなる。

問 24 対気速度計の配管のリーク・チェックの方法について、次のうち正しいものはどれか。

（１） 全圧孔及び静圧孔とも正圧をかける。
（２） 全圧孔及び静圧孔とも負圧をかける。
（３） 全圧孔には正圧、静圧孔には負圧をかける。
（４） 全圧孔には負圧、静圧孔には正圧をかける。

問 25 磁気コンパスの誤差に関する記述で次のうち誤っているものはどれか。

（１） 磁気コンパスには、静的誤差と動的誤差がある。
（２） 渦流誤差は、航空機自ら発生する磁気によって生じる誤差である。
（３） 北旋誤差は、旋回を行うために機体をバンクさせたときに現れる誤差である。
（４） 不易差は磁気コンパスを機体に装着した場合の取り付け誤差である。

二運（動滑・上滑）　機体　- 6／6 -


